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参考１ 道路掘削工事現場における

標示施設等の設置基準

平成 18 年 11 月 20 日

鹿 児 島 県 土 木 部 長 通 知 準 拠



　　（技術管理課扱い）

土木事務所等の長　殿

土木部長

「道路工事現場における標示施設等の設置基準」の改定について（通知）

平成１８年１１月２０日

　このことについては、平成６年３月１日付け土木部長より通知しているところですが、今

回、「工事主体」・「工事目的」・「工事内容」が一目で分かる標示板を導入し、路上工事

等に関する一層の情報提供の改善を図るため、別添のとおり改定したので通知します。

  なお、貴職より請負業者への周知（技術管理課のホームページ「土木請負工事必携」

に掲載されている旨の説明等）、指導をお願いします。

　さらに、貴管内市町村へも参考として貴職から周知してくださるようお願いします。
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別添

道路工事現場における標示施設等の設置基準

記

〔Ⅰ〕　概要

1 　標示施設

（１）　道路工事等の標示

１）　工事内容

　工事の内容、目的物を標示するものとする。

２）　工事期間

３）　工事名

　工事名（○○汚水管路施設工事等）を標示するものとする。

４）　事業主体者

　事業主体者及びその連絡先を標示するものとする。

５）　施工業者

　施工業者及びその連絡先を標示するものとする。

（２）　防護施設等の設置

（３）　まわり道の標示

　標示施設は、円滑な道路交通を確保するため、道路利用者に道路工事の内容（工事内容、工事期

間、工事名、事業主体者、施工業者）及び道路工事等に伴うまわり道等の工事現場の内容を標示する

施設である。

　なお、掲示板の設置にあたっては、別表様式－１及び様式ー３，４を参考とするものとする。

　道路利用者に対し道路工事に関する情報をわかりやすく提供することなどにより、安全かつ円滑な

道路交通を確保するため、道路工事（道路占用工事にかかわるものを含む。以下同じ）現場における

標示施設、保安施設の設置及び管理については、下記のとおり取り扱うものとする。

　また、道路工事以外の土木工事についても、本設置基準を準用し、周辺住民への周知や安全の確保

に努めるものとする。

　なお、この基準のほかに「土木工事安全施工技術指針」、「建設工事公衆災害防止対策要綱」も併

せて参考とし、安全確保に努めるとともに、工事現場のイメージアップにも配慮して工事の円滑な施

工に努めなければならない。

　道路工事等のため、まわり道を設ける場合は、当該まわり道を必要とする期間中、まわり道の

入口にまわり道の地図等を標示する標示板を設置し、まわり道の途中の各交差点（迷い込むおそ

れのない小分岐は除く）において、道路標識「まわり道」（120-A、120-B）を設置するものとす

る。（参考（２）及び参考（３）を参照）

　なお、標示板の設置にあたっては、別表様式－２を参考とするものとする。

　道路工事を行う場合は、必要な道路標識を設置するほか、原則として次に示す事項を標示する

標示板を工事区間の起終点に設置するものとする。

　ただし、短期間に完了する軽易な工事や自動車専用道路などの高速走行を前提とする道路にお

ける工事については、この限りではない。

　交通上支障を与える実際の工事期間のうち、工事終了日、工事時間帯等を標示するも

のとする。

　車両等の侵入を防ぐ必要のある工事箇所には、両面にバリケードを設置し、交通に対する危険

の程度に応じて保安灯、標識等を用いて工事現場を囲むものとする。（参考（１）を参照）
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（４）　工事情報板及び工事説明看板の設置

１）　工事情報看板の設置（工事開始の約１週間前）

２）　工事説明看板の設置（工事開始から工事終了まで）

３）　占用工事に係る取扱いについて

　なお、標示板の設置にあたっては、別表様式－７．８を参考とするものとする。

2 　保安施設

（１）　保安施設の標示

（２）　夜間作業の標示

（３）　交通整理員の安全対策

（４）　工事用信号機

3 　付加色彩

4 　管理

5 　適用

　保安施設は、道路工事現場における道路交通の安全を確保するための施設で、交通の規制、誘導等
を標示するものである。

　予定されている道路管理者の行う道路工事に関する工事情報を提供するため、道路工

事情報を提供するため、道路工事を開始する約１週間前から道路工事を開始するまでの

間、工事内容、工事期間等を標示する工事情報看板を、道路工事が予定されている現場

付近にドライバーから看板内容が見えないように設置するものとする。

　ただし、短期間に完了する軽易な工事等については、この限りではない。

  なお、標示板の設置にあたっては、別表様式－７及び図１を参考とするものとする。

　実施されている道路工事に関する工事情報を提供するため、道路工事開始から道路工

事終了までの間、工事内容、工事期間等を標示する工事説明看板を、道路工事現場付近

にドライバーから看板内容が見えないように設置するものとする。

　ただし、短期間に完了する軽易な工事等については、この限りではない。

  なお、標示板の設置にあたっては、別表様式－８及び図１を参考とするものとする。

　上記提言における「道路工事」の中には、占用工事が含まれるものであることを踏ま
え、占用工事に係る工事情報の提供にあたっては、上記１）、２）の取扱いに準じるこ
と。

　また、この場合、当該看板については、占用物件の設置等の工事のための一時占用と
して取扱い、別個の占用としては取り扱わないものとする。

　この設置基準は、平成24年8月までは移行期間とし、平成24年9月1日以降契約分の工事に適用する。

　夜間作業における保安施設については、遠方から確認し得るよう照明又は反射装置を施すもの
とする。

　保安施設は、別表の「保安施設等の設置目的」及び「道路工事現場における工種別設置例」に
基づき設置するものとし、道路交通の安全と工事現場の安全を確保するために効果的に標示す
る。
　また、カーブ区間等の特に見通しの悪い箇所については、現地状況に応じてさらに保安施設の
強化に努めることとする。

　交通整理員は、可能な限り歩道等の安全な場所で作業するものとするが、車道等で作業する場

合は、危険防止対策として交通整理員の前方に「方向指示板」を設置するものとし、その設置延

長は可能な限り長く取るように努めるものとする。

　また、交通整理員の防護のために、必要に応じてクッションドラムや標識車を設置するものと

する。

　道路工事現場において、防護施設に色彩を施す場合は、原則として黄色と黒色の斜縞模様（各縞の
幅10cm）を用いるものとする。

　片側交互通行において工事用信号機を設置する場合は、「この先信号機あり」の標識のほか
に、別表様式－５を参考として「信号機の待ち時間」を標示するものとする。

　道路工事現場における標示施設及び防護施設は、風による転倒を考慮し補強を行うなど堅固な構造
とし、所定の位置に整然と設置して、修繕、塗装、清掃等の管理を常時行うほか、夜間においては遠
方から確認し得るよう照明又は反射装置を施すものとする。
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１　標示施設
　（１）　工事標示板の様式（様式－１）

(注)　１　色彩は、「ご迷惑をおかけします」等の挨拶文、「○○地区汚水管路施設工事」等の
　　　　工事名については青地に白抜き文字とし、「○○を行っています」等の工事内容、工事期間に
　　　　については青色文字、その他の文字及び線は黒色、地を白色とする。
　　　　　なお、「○○を行っています」等の工事内容については、次の例文を参考とすること。
　　　　　　・下水道管の新設を行っています
　　　　　　・下水道管の取替を行っています
　　　　　　・下水道管の撤去を行っています
　　　　　　・下水道管の浸水対策を行っています
　　　　　　・下水道管の耐震化を行っています
　　　　　　・下水道管の修理を行っています
　　　　　　・下水道管の移設を行っています
　　　　　　・埋設物の調査を行っています
　　　　　　・下水道管の緊急修理を行っています
　　　　　　・下水道管の点検・修理を行っています
　　　　　　・下水道管の埋設跡の復旧を行っています
　　 　２　線の余白は２ｃｍ、縁線の太さは１ｃｍ、区画線の太さは０．５ｃｍとする。
　　 　３　発注者の電話番号は、発注担当課の直通番号を記載すること。

○ ○ ○ ○ 工 事

ご 迷 惑 を お か け し ま す

○ ○ ○ ○ ○ ○ を

行 っ て い ま す

発注者 鹿 児 島 市 水 道 局
○ ○ ○ ○ 課

施工者 〇〇〇〇株式会社

電話 ０９９－０００－００００

令 和 ○ 年 ○ 月 ○ 日 ま で
時間帯 ９:００ ～ １６:００

1
4
0
c
m

1
2
c
m

4
3
c
m

3
5
c
m

1
1
c
m

2
c
m

3
5
c
m

2
c
m

2cm2cm 110cm

電話 ０９９－０００－００００

｢工事名｣
を記入
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（２）　迂回標示板の様式（様式－２）

1 迂回の方向、距離、矢印については、現地に合わせて書くこと。

2 色彩は、矢印を赤色、その他の文字及び記号を青色、地を白色とする。

3 縁の余白は２ｃｍ、縁線の太さは１ｃｍとする。

4 ○○は、｢水道｣｢下水道｣等工事の種類を標示する。

5 発注者の電話番号は、発注担当課の直通番号を記載すること。

2cm

１cm

まわり道450M
1
5
 c

m

110cm

2
5
c
m

1
4
0
c
m

電話 （０９９）○○○－○○○○

鹿児島市水道局○○○○○課 1
0
c
m

まわり道をお廻り下さい

7
c
m１５０M先○○工事につき

8
.5

c
m

工事中通行止 現在地

0
.5

c
m

事業主体者名
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（３）その他（様式３～６）

様式－３　協力依頼板 様式－４　協力感謝板

(参考例） (参考例）

様式－５　信号の待ち時間 様式－６　本復旧予告標識

(参考例） (参考例）

550 700程度

1
8
0
0
程

度

鹿 児 島 市 水 道 局

下 水 道 部 ○ ○ 課

○ ○ 警 察 署

○ ○建設株式会社

現在仮復旧中

本復旧は○○月○
旬に行う予定です

550 550

900程度

お
急
ぎ
の
と
こ
ろ
御
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す

。

こ
の
信
号
機
は
○
○
秒
サ
イ

ク
ル
で
運
転
し
て
い
ま
す

。

1
4
0
0

下　水　道

工　事　中

鹿児島市水道局
○○○○課

寸法（ｍｍ）

お

願

い

御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す

。
工
事
中
に
つ
き
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

1
4
0
0

　
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

。

　
で
は

、
御
安
全
に

。

1
4
0
0

鹿児島市水道局
○○○○課

鹿児島市水道局
○○○○課

4
0
0
程

度
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（４）工事情報板及び工事説明看板の設置

様式－７　　工事情報看板 様式－８　　工事説明看板

(注）１　色彩は、｢ご迷惑をおかけします｣等の挨拶文については青地に白抜き文字、｢○

○○○を行っています｣等の工事内容については青色文字、その他の文字及び
線は黒色、地を白色とする。

図１　標示板の設置場所

（歩道） 工事説明看板工事情報看板

（歩道）

工事現場

ご迷惑をおかけします

発注者 鹿児島市水道局

○○○○課

電話 099-000-0000

施工者 〇〇〇〇株式会社

発注者 鹿児島市水道局

○○○○課

電話 099-000-0000

施工者 〇〇〇〇株式会社

電話 099-000-0000

○

○

○

○

○

○

を

行

っ

て

い

ま

す

令
和
○
年
○
月
○
日
ま
で

1
4
0
0

1
2
0
0

2
0
0

550 550

1
1
3
0

2
0
0

7
0

○

○

○

○

○

○

○

○

○

を

行

う

工

事

令
和
○
年
○
月
○
日
か
ら

○
月
○
日
ま
で

を
予
定
し
て
い
ま
す

1
4
0
0
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（5） 標示施設の設置例

　参考（１）　車線の一部分が工事中の場合の標示例

（2車線道路）
①必要あれば設置する

② （４車線道路）

　参考（２）　工事中まわり道の標示例（市街部の場合）
　（進行方向に対する標識の設置例を示す）

進行方向

行 っ て い ま す

○ ○ ○ ○ 工 事

ご 迷 惑 を お か け し ま す

○ ○ ○ ○ ○ ○ を

発注者 鹿児島市水道局

○○○○課

施工者 〇〇〇〇株式会社

電話 ０９９－０００－００００

令 和 ○ 年 ○ 月 ○日ま で

時間帯 ９ : ０ ０ ～ １７ : ０ ０

まわり道450M

電話 （０９９）○○○－○○○○
鹿児島市水道局○○○○課

まわり道をお廻り下さい

１５０M先○○工事につき

工事中通行止

現在地

工事区間

迂回路

バリケード

①

①

①

①

赤ランプ又は標柱

②

バリケード

②

②

②

②

②

②

②

①

① ①

①

①

①

①

① ① ①

電話 ０９９－０００－００００

まわり道

DETOUR
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　参考（３）　工事中まわり道の標示例（地方部の場合）
　（進行方向に対する標識の設置例を示す）

工事区間

迂回路

バリケード

①

①

①

①

①

①

①

進行方向

まわり道450M

電話 （０９９）○○○－○○○○

鹿児島市水道局○○○○課

まわり道をお廻り下さい

１５０M先○○工事につき

工事中通行止 現在地

行 っ て い ま す

○ ○ ○ ○ 工 事

ご 迷 惑 を お か け し ま す

○ ○ ○ ○ ○ ○ を

発注者 鹿児島市水道局

○○○○課

施工者 〇〇〇〇株式会社

電話 ０９９－０００－００００

令 和 ○ 年 ○ 月 ○日 ま で

時間帯 ９ : ０ ０ ～ １７ : ０ ０

電話 ０９９－０００－００００

まわり道
DETOUR
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参考２ 出来高(形)管理用様式 
    (PDF&EXCEL データ) 
 



管　　理　　総　　括　　表

受注者名 ○○○○○　㊞

工事名　　単第○○工区汚水管路施設工事

現場代理人 ○○　○○　㊞

工事箇所　鹿児島市　○　○　○　町

監督員 ○○　○○　㊞

項目 工種・種別 備考

工程管理 工程管理 実施工程表

出来高管理 出来高数量総括 出来高数量総括表

出来形管理 土工 基準高さ、掘削幅、掘削深さ

基礎工 基準高さ、厚さ

管布設工 基準高さ

マンホール工 基準高さ、深さ

マンホール砕石基礎 幅、厚さ

マンホール副管取付工 奥行き、幅、高さ

取付管工 土被り、砂基礎厚さ、掘削幅、掘削深さ

路盤工 幅、厚さ

表層工 幅、厚さ

品質管理 使用材料 使用材料一覧表

土工 修正ＣＢＲ試験、突固め試験、現場密度の測定

ふるい分け試験、突固め試験、修正ＣＢＲ試験

0.4mmふるい通過部分のＰＩ，締固め密度の測定

レディミクストコンクリート配合報告書、スランプ試験

空気量測定、塩化物量試験、圧縮強度試験

ふるい分け試験、骨材比重・吸水率、骨材の単位

体積重量、フィラーの粒度試験、配合試験、混合物の

アスファルト抽出試験、温度測定（プラント）、基準密度

の決定、温度測定（施工）、密度測定

測定・試験項目

路盤

コンクリート

アスファルト
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            出 来 高 数 量 総 括 表

工事名　単第○○工区汚水管路施設工事

工種 種別 単位 設計数量 出来高数量 増減 摘要

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ

汚水管工 Φ２００ＶＵ ｍ ○○○．○○ ○○○．○○ ○○○．○○

　　〃 Φ１５０ＶＵ ｍ ○○○．○○ ○○○．○○ ○○○．○○

マンホール工 組立1号マンホール 箇所 ○○ ○○ ○○

マンホール工 組立楕円マンホール 〃 ○○ ○○ ○○

マンホール工 2号汚水ます（組立） 〃 ○○ ○○ ○○

取付管工 Φ１００ＶＰ ｍ ○○．○○ ○○．○○ ○○．○○

※出来高数量への計上項目としては、設計概要に記載のあるものとする。また、舗装展開図等により舗装復旧面
積等を設計図書で規定しているものや舗装復旧面積の設計変更等、監督員が指示するものについても記載する。
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工　事　名

工種・種別 土工　掘削 測　定　者

掘削幅 B －50

掘削深さ h ±30

掘削幅 B －50

掘削深さ h ±30

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点

No.１MH+10m

No.２MH+10m

備考項　　目 設計値 実測値 差 規格値

出来形図

B

ｈ

GL

参－34－



工　事　名

工種・種別 土工　埋戻し 測　定　者

No.１MH+10m 埋戻深さ h ±30

No.２MH+10m 埋戻深さ h ±30

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 備考

出来形図

設計値 実測値 差 規格値項　　目

ｈ

GL

路床
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工　事　名

工種・種別 基礎工　砂基礎 測　定　者

幅 B -50

厚さ ｔ１ -30

ｔ２ -30

幅 B -50

厚さ ｔ１ -30

ｔ２ -30

出来形図

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

No.1MH+10m

No.2MH+10m

砂

B

t2

t1
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工　事　名

工種・種別 管布設工　開削工 測　定　者

基準高 ＥＬ ±30

勾配 ｉ ±20％　

延長 ℓ
-ℓ/500かつ
-200

基準高 ＥＬ ±30

勾配 ｉ ±20％　

延長 ℓ
-ℓ/500かつ
-200

出来形図

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

①管路上流側

①管路下流側

管底高

参－37－



工　事　名

工種・種別 マンホール工 測　定　者

床堀深 Ｈ ±30

天端高 ＧＬ ±30

床堀深 Ｈ ±30

天端高 ＧＬ ±30

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

No.1MH

出来形図

No.2MH

H

GL

参－38－



工　事　名

工種・種別 マンホール工　基礎工 測　定　者

基礎幅 Ｂ -50

基礎長 Ｗ -50

基礎厚 ｔ -30

基礎幅 Ｂ -50

基礎長 Ｗ -50

基礎厚 ｔ -30

No.1MH

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

出来形図

No.2MH

W

B

ｔ

B
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工　事　名

工種・種別 マンホール　外副管取付工 測　定　者

奥行き Ｂ -30

幅 Ｅ -30

高さ Ｈ -30

厚さ ｈ１ 100以上

砕石基礎　奥行き ｂ -50

砕石基礎幅 ｅ -50

砕石基礎厚 ｈ２ -30

奥行き Ｂ -30

幅 Ｅ -30

高さ Ｈ -30

厚さ ｈ１ 100以上

砕石基礎　奥行き ｂ -50

砕石基礎幅 ｅ -50

砕石基礎厚 ｈ２ -30

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

No.２MH

出来形図

No.1MH

B

E

e

B

H

h1

h2

ｂ

参－40－



工　事　名

工種・種別 取付管工 測　定　者

境界土被り ｈ１ 900以上

宅内土被り ｈ２ －

延長 Ｌ１ －

勾配 ｈ３/Ｌ２ 10‰以上

境界土被り ｈ１ 900以上

宅内土被り ｈ２ －

延長 Ｌ１ －

勾配 ｈ３/Ｌ２ 10‰以上

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

出来形図

○○宅

○○宅

L1 500

L2

h2
h1

h3

官民境界

h3

Ｌ2

Ｌ1 500

h1 h2

官民境界
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工　事　名

工種・種別 取付管土工　掘削 測　定　者

掘削幅 B －50

掘削深さ ｈ ±30

掘削幅 B －50

掘削深さ ｈ ±30

○○宅

○○宅

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値

出来形図

備考

B

ｈ

GL

参－42－



工　事　名

工種・種別 取付管基礎工　砂基礎 測　定　者

幅 B -50

厚さ ｔ１ -30

ｔ２ -30

幅 B -50

厚さ ｔ１ -30

ｔ２ -30

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

出来形図

○○宅

○○宅

砂

B

t2

t1

参－43－



工　事　名

工種・種別 舗装工　路盤工 測　定　者

幅 Ｂ -50

厚さ ｔ1 -25

ｔ2 -25

幅 Ｂ -50

厚さ ｔ1 -25

ｔ2 -25

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

出来形図

No.1MH+10m

No.2MH+10m

ｔ1 (ｔ3) ｔ2

B

参－44－



工　事　名

工種・種別 舗装工　表層工 測　定　者

幅 Ｂ -25

厚さ ｔ1 -7

ｔ2 -7

幅 Ｂ -25

厚さ ｔ1 -7

ｔ2 -7

測定成果一覧表(出来形管理）

測　　点 項　　目 設計値 実測値 差 規格値 備考

No.1MH+10m

出来形図

No.2MH+10m

ｔ2

B

(ｔ3)ｔ1

参－45－
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